
（富山県） （島根県）（長野県）（長野県）（長野県）（秋田県）（秋田県）
70

80

90

100

110

120
運動をする 朝食を毎日食べる１日の睡眠時間６時間以上小学校入学前運動が好き運動が好き体育の授業は楽しい

体育は自分にとって大切なものである小学校小学校小学校小学校５年（５年（５年（５年（男子男子男子男子）））） 奈良県全国１位
３－６３－６３－６３－６ 運動習慣等（小学生）運動習慣等（小学生）運動習慣等（小学生）運動習慣等（小学生）

・「運動が好き」と答えた児童の割合は、おおむね全国平均レベルを推移しているが、全国１位とは開きがある。

28出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（全国平均を１００とする） （％）

（％）（富山県） （長野県）（長崎県）（岩手県）（山梨県）（秋田県）（埼玉県）
70

80

90

100

110

120
運動をする 朝食を毎日食べる

１日の睡眠時間６時間以上小学校入学前運動が好き運動が好き体育の授業は楽しい
体育は自分にとって大切なものである小学校小学校小学校小学校５年（５年（５年（５年（女子女子女子女子））））



（山形県） （岩手県）（島根県）（山梨県）（秋田県）（秋田県）（埼玉県）
60

80

100

120
運動をする 朝食を毎日食べる１日の睡眠時間６時間以上小学校(5.6年）運動が好き運動が好き体育の授業は楽しい

体育は自分にとって大切なものである中学校中学校中学校中学校２年（２年（２年（２年（男子男子男子男子）））） 奈良県全国１位（全国平均を１００とする）
３－７３－７３－７３－７ 運動習慣等（中学生）運動習慣等（中学生）運動習慣等（中学生）運動習慣等（中学生）
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・「運動が好き」と答えた生徒の割合をはじめ、全ての項目において奈良県は全国平均以下であり、全国１位を大きく

下回る結果になっている。その中でも「体育の授業は楽しい」「体育は自分にとって大切なもの」などの開きは大き

く、運動への意欲に課題がみられる。

出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（％）

（％）
(山梨県） （岩手県）（新潟県）（秋田県）（秋田県）（秋田県）（埼玉県）

60

80

100

120
運動をする 朝食を毎日食べる

１日の睡眠時間６時間以上小学校(5.6年）運動が好き運動が好き体育の授業は楽しい
体育は自分にとって大切なものである中学校中学校中学校中学校２年（２年（２年（２年（女子女子女子女子））））



３－８３－８３－８３－８ １週間の総運動時間（小学生）１週間の総運動時間（小学生）１週間の総運動時間（小学生）１週間の総運動時間（小学生）

30

・小学生の１週間の総運動時間の分布を全国と比較すると、女子は６０分未満のほとんど運動しない層が多い。

・男子、女子とも、１週間の総運動時間が多い（４２０分以上）児童の方が、体力合計点が高い。運動時間を増やす

ことが体力向上につながることがうかがえる。

0%1%2%
3%4%5%
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80（点）体力合計点

県小学校県小学校県小学校県小学校男子男子男子男子 420分未満420分以上
0%1%2%
3%4%5%
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80（点）体力合計点

県小学校県小学校県小学校県小学校女子女子女子女子 420分未満420分以上 （分）（分）

出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（％）



３－９３－９３－９３－９ １週間の総運動時間（中学生）１週間の総運動時間（中学生）１週間の総運動時間（中学生）１週間の総運動時間（中学生）
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・中学生の１週間の総運動時間の分布を全国と比較すると、特に男子では運動する層としない層との二極化が顕

著である。

・男子、女子とも１週間の総運動時間が多い（４２０分以上）生徒の方が、体力合計点が高い。運動時間を増やすこと

が体力向上につながることをより顕著に示している。

0%1%2%
3%4%5%
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80体力合計点 （点）

中学校男子

420分未満420分以上
0%1%2%
3%4%5%
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80体力合計点 （点）

中学校女子

420分未満420分以上

出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（分） （分）

（％）（％）



３－１０３－１０３－１０３－１０ 運動部・スポーツクラブの加入率と体力の関係運動部・スポーツクラブの加入率と体力の関係運動部・スポーツクラブの加入率と体力の関係運動部・スポーツクラブの加入率と体力の関係

32

・体力テスト上位県は運動部やスポーツクラブの加入率が高い傾向にある。また、加入率の下位県の多くが体力テス

トの下位県である。 黄色は体力合計点が１０位以内の県

出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（％） 奈良県３９位



３－１１３－１１３－１１３－１１ 運動場芝生化と体力の関係運動場芝生化と体力の関係運動場芝生化と体力の関係運動場芝生化と体力の関係

33

・運動場の芝生化は、外にでる機会を増加させ、運動時間が増えることで、体力の向上に効果があるとされている。

・芝生化校の状況をみると、小学校１５校中１３校が芝生化後大きく体力合計点を伸ばしている。

奈良県運動場芝生化実践校奈良県運動場芝生化実践校奈良県運動場芝生化実践校奈良県運動場芝生化実践校平成平成平成平成21年度年度年度年度 小学校小学校小学校小学校 ９校９校９校９校平成平成平成平成22年度年度年度年度 県立学校県立学校県立学校県立学校 ５校５校５校５校平成平成平成平成23年度年度年度年度 小学校小学校小学校小学校 ６校６校６校６校合計合計合計合計２０校２０校２０校２０校 出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

（％）



３－１２３－１２３－１２３－１２ 県内芝生化校の体力の全国比較県内芝生化校の体力の全国比較県内芝生化校の体力の全国比較県内芝生化校の体力の全国比較

34

・県内芝生化小学校１５校の体力合計点は、全国順位で５位になっている。

・芝生化校の体力の状況をみると、「２０ｍシャトルラン」では、男子は全国１位、女子は全国平均を上回る結果に

なっており、「５０ｍ走」では、男子、女子とも全国１位になっている。（点）

（点）



３－１３３－１３３－１３３－１３ 参考：体力向上に向けた県の取組参考：体力向上に向けた県の取組参考：体力向上に向けた県の取組参考：体力向上に向けた県の取組
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健康寿命日本一 

                  

 
奈良県児童生徒の体力向上への取組 

奈良県スポーツ推進計画 

目標目標目標目標    心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。     

学習指導要領（体育）の目標に体力の向上を図ることが明記 健康的な生活習慣の普及 （５つの柱のひとつ） 
より良い生活習慣をつくるより良い生活習慣をつくるより良い生活習慣をつくるより良い生活習慣をつくる       

なら健康長寿基本計画 学習指導要領 

○栄養・食生活 ○身体活動・運動 ○休養・こころの健康 ○喫煙 ○飲酒 子どもの頃から運動や体を動かす習慣の確立 

子どもの運動・スポーツの推進 
○幼児期からの遊びを通じた運動習慣づくり ○運動・スポーツを始めるきっかけづくり ○学校での体育・保健の充実 ○運動部活動の充実 ○子どもの体力づくりに向けた食育の推進 ○野外活動やスポーツ・レクリエーション活動の推進 ○総合型地域スポーツクラブによる取組 ○親子で体験できるスポーツイベントの実施 体力テストの悉皆実施 （自己の体力を知る） 

運動場芝生化の促進 （走力・全身持久力を高める） 総合型地域スポーツ 

クラブとの連携による

運動部活動の活性化 

健康・体力のふり返り

期間の設定【５月～６月】 （生涯にわたって自己の健康を考える力の育成） 
学校・教育委員会の具体的な取組例 



３－１４３－１４３－１４３－１４ 体力の向上に向けて体力の向上に向けて体力の向上に向けて体力の向上に向けて

36

● 体力の向上を図るためには、基本的な生活習慣の確立や健康の保持増進

はもとより、子どもの発達に応じた適切な運動量の確保を行うことが重要で

ある。子どもが運動やスポーツに親しみをもって積極的に取り組むような働き

かけを行うことが必要である。

● 学校の部活動やスポーツクラブは運動量を大幅に増加させ、体力向上に

果たす役割は大きい。学校の部活動のより一層の魅力化を図るためには、

優れた外部指導者の活用や、地域スポーツクラブと連携した活動を促進する

ことが効果的である。

● 運動する場面をつくりだすという観点においては、運動場の芝生化は有効

な手段であり、児童生徒全体の運動量を増加させ、体力の底上げが期待で

きる。特に、全身持久力、走能力を向上させることは、健康長寿に直接関わ

ることから、運動場芝生化を促進する。


